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市ヶ谷廣輝氏（朝日大学フェンシング部監督）を講師に迎え、

「子どもを支える大人の心の在り方」について講義していただ

きました。大人が子どもの可能性を信じる言葉かけをすること

で、子ども自身が気付いていない潜在能力を発揮するきっかけ

になることや、子どもの成長のために親子間の信頼関係は必要

不可欠であることを改めて実感する講義になりました。 

 

 

キッズはポルスター先生にご指導いただき、２つの風船を使

ったリフティングや、視界の悪くなる特殊なサングラスをか

けてのラダートレーニングなどに取り組みました。 

中学１年生は小池先生にご指導いただき、３つのテニスボー

ルを使ったジャグリングや、大繩を跳びながらのボール捕球

などに挑戦しました。 

頭でイメージした動きを身体で表現することの難しさを改

めて実感するプログラムになりました。 

 

１２～１月に行われる個人発表に向けて、キャ

リアマップ作成についての説明を受けました。

人として、アスリートとしてどのような夢や目

標をもち、それらを達成するためにはどのよう

な行動をすべきか考えました。 

今年１年を振り返って意見交換をしたり、日々成長す

るためのサイクル（自己調整学習）について学んだり

しました。目標設定・遂行・内省を繰り返し行うこと

が目標達成に繋がるということを学びました。 

今回は「加速」の動作に焦点を当ててプログラムを行

いました。止まった状態からの加速、動きながらの加

速などあらゆるパターンでの加速について、佐渡先生

よりポイントを教えていただきました。自分の競技に

生かすにはどうすれば良いか考えながら取り組むこと

ができました。 


